4.5 花山天文台御一行・明治村遠足の頃 (4. 花山天文台の思い出) by 鳴海, 泰典






























































































この年の遠足は赤目 48滝。 『4月18日：午後 1時、天文台発。岩崎氏の車に同乗して
トップを走る。天気良く、絶好のドライブ日和。上野－名張 赤目ロッジ。夜、大宴会』と
なっている。翌日は『赤目 48滝をめぐる。ツツジが京奇麗な色を見せている。1時、赤目発。
船越氏に同乗。後、田中氏。 4時30分天文台に帰る。』とのこと。この時もかなりの人数で
山椴魚を眺めたり，赤目渓谷を上ったりしたが 手元に写真がないので、人数等が分からな
い。この年の冬までには、大雨見山の建物はほぼ完成し，赤羽さんと二人で 12月28日から
1月6日まで、飛騨天文台最初のお正月を雪の中で過ごしたのを覚えている。
昭和44年春には飛騨天文台が正式に活動を開始し、昭和44年7月20日には米国のアポ
ロ11号が月面に着陸し， 7月21日は一日中テレビに釘付けになり、月面の活動が意外と動
き易そうなことに驚いたものである。この後も天文台メンバーの活動意欲は旺盛でグル プご
との小旅行やハイキングが続いたが，皆さんが忙しくなり、天文台全体としての遠足は昭和4
3年の赤目遠足で終わったようである。花山、飛騨両天文台の維持、発展だけでも、大変な労
力を必要としたと思われる。昭和40年に始まった天文台遠足は、新天文台建設に向けての熱
気とともに、米国のアポロ計画に代表される太陽系科学の発展、東京オリンピック（1964）後の
日本の高度成長、特に車社会への転換の中で起こった出来事だ、ったのかも知れない。
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